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昭和 52 年に新治地方広域事務組合消防本部に採用
後、合併市施行により平成 18年にかすみがうら市消防
本部の発足に貢献し、平成 22年に消防長に任命され、
消防本部の組織作りや災害現場における消火活動に尽力
した功績が認められ、受章されました。「支えてくれた
多くの皆さまの協力のおかげと感謝しています。今後も、
市民の安全のために努力してまいります」と受章の喜び
を話してくれました。
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昭和 49年に千代田村消防団に入団後、千代田町消防
団を経て平成 28年にかすみがうら市消防団長に任命さ
れ、災害現場での消火活動をはじめ、消防団組織の統一
や地域住民への消防設備の普及活動などを行い、地域の
防火・防災に対して尽力した功績が認められ受章されま
した。「このたびの受章は、一人の力では成し得ないこ
とです。家族や消防団員をはじめ、支えてくれた皆さま
に感謝しています」と受章の喜びを話してくれました。

叙勲　瑞宝双光章　井
い さ か

坂沢
た く み

守さん

雪入川でつり大会！狙うは大物

6 月 16日、「ミス・ユニバースジャパン」などの日本
大会に茨城県代表として出場する山
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（写真右端）が、市長を表敬訪問。鈴木さんが本市出身で
あることがご縁で、訪問されました。
7月から10月にかけて開催される日本大会に向けて、

「茨城の魅力を PRし、地域を元気にしていきたい」と抱
負を語ってくれました。

　6月26日、市国際交流協会主催の「奥日光ハイキング」
が開催されました。小さなお子さんから高齢者まで、外
国人市民 16人を含む 38人が参加。快晴の空の下、清
涼な初夏の戦場ヶ原を散策し、昼食は日光名物のゆば料
理を堪能。午後は、日光田母沢御用邸を見学するなど、
楽しい一日を過ごし、交流を深めていました。
▶�協会では、国籍を問わず一緒に活動してくれる
会員を募集しています。

ハイキングを通じて国際交流

茨城県代表として市長を表敬訪問
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◉春の叙勲受章者：色川卓男（いろかわたかお）さん／瑞宝双光章／希望によりお名前のみの紹介となります。

会員募集

6 月 4 日、雪入川で市子ども会育成連合
会主催の「親子つり大会」が開催されました。
20 年以上の歴史をもつ名物イベントで、3
年ぶりの開催となる本大会を心待ちにしてい
た参加者も多く見られました。釣りのター
ゲットはニジマスで、親子で協力して大物を
釣り上げたり、兄弟・姉妹で釣った魚の数や
大きさを競い合うなど、大変盛り上がってい
ました。総重量の部では、武田謙吾さん親
子が優勝し、8.8㎏もの魚を釣りました。最
も大きな魚を釣り上げたのは武田大智さん親
子。27㎝のニジマスは迫力満点でした。
大会の最後には、川に入っての魚とり。子

どもたちは、服を濡らしながら、素早く逃げ
る魚を捕まえていました。
参加者からは、「魚がたくさん釣れて嬉し

い。魚の模様がきれいでびっくりしました」
「初めて釣りをしました。ちゃんと釣れて良
かったです」と感想がありました。

昭和 53年に千代田村議会議員に初当選後、千代田町
議会議員、かすみがうら市議会議員として永きにわたり
在職し、円滑で活力のある議会運営と市のまちづくりの
ために尽力するなど、郷土の繁栄のために大きく貢献し
た功績が認められ受章されました。「非常に名誉に感じ
ています。これまで、家族や友人をはじめとして、たく
さんの方々に支えていただきました。感謝の念に堪えま
せん」と受章の喜びを話してくれました。

≪大会成績≫（児童・生徒のみ　敬称略）
▶総重量　優　勝　武田謙吾（千代田義務 3 年）　8.8㎏
　　　　　準優勝　宇都木優月（霞ヶ浦北小 4 年）6.8㎏
　　　　　第 3 位　福田幸長（千代田義務 6 年）6.2㎏
　　　　　第 4 位　石塚杏（下稲吉小 5 年）6.1㎏
　　　　　第 5 位　貝塚夏珠（霞ヶ浦北小 3 年）5.7㎏
▶大きさ　教育長賞　武田大智（千代田義務 3 年）27㎝

音楽の力で心に潤いを

6 月 12 日、千代田講堂で「"コロナに負けるな" コン
サート」が開催されました。下稲吉中学校地区で活動し
ている音楽仲間で構成された 4団体が、心を込めた演
奏を聴かせてくれました。
「栄冠は君に輝く」「ふるさと」「サザエさん」「オリー
ブの首飾り」など、多くの方が知る名曲が奏でられると、
観客の皆さんもメロディーに合わせて体を揺らしながら
音楽を楽しみ、元気をもらっていました。
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